
名
古
屋
藩
に
於
け
ろ
律
令
學
の
考
察

　
　
一
1
稻
葉
蓮
邦
を
中
心
ビ
し
て
i

藤

直

幹

　
　
　
　
（
一
）

　
私
達
が
、
三
浦
耳
管
の
研
究
室
に
集
っ
て
禽
集
解
の
共

同
研
究
を
企
て
、
か
ら
、
早
く
も
…
年
孚
に
な
る
。
そ
の

間
、
會
護
を
重
ね
る
事
五
拾
七
図
、
全
髄
の
約
三
分
二
の

功
程
を
成
し
途
げ
た
Q
こ
の
暴
は
往
年
事
書
刊
行
會
に
よ

っ
て
出
版
さ
れ
た
三
浦
博
士
等
春
嵐
の
底
本
を
基
礎
ε
し

て
、
更
に
其
の
後
に
新
ら
し
く
試
食
さ
れ
だ
古
経
本
を
以

て
封
芳
し
、
前
回
の
稜
正
の
如
く
軍
に
諸
本
の
異
同
を
註

す
る
に
止
ら
す
、
和
漢
の
田
典
に
も
遡
っ
て
そ
の
是
非
を

放
へ
、
・
最
も
正
確
な
る
｝
定
本
を
作
ら
ん
こ
す
る
努
力
で

あ
る
。
こ
の
際
使
用
さ
れ
た
古
窩
本
は
二
十
一
種
を
算
へ

る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
僅
に
数
冊
に
す
ぎ
澱
零
本
も
あ

る
か
ら
、
實
際
全
部
に
亙
っ
て
の
校
合
に
使
用
し
得
る
も

　
　
　
第
ナ
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
撃
の
考
察

の
は
毎
國
十
五
灘
を
出
で
な
い
。
こ
の
事
業
の
進
行
に
つ

れ
、
そ
の
副
産
物
ご
し
て
そ
れ
ら
各
種
の
寓
本
の
一
々
の

系
統
を
跡
づ
け
る
こ
ご
に
依
っ
て
や
、
興
味
あ
る
分
類
を

試
み
得
た
が
、
そ
れ
ら
の
詳
細
は
他
日
業
成
る
の
日
を
挨

っ
て
獲
表
す
る
で
あ
ら
う
。
今
は
そ
の
中
の
特
殊
な
も
の

に
就
い
て
、
や
、
詳
し
く
槍
激
す
る
磯
會
を
得
た
か
ら
、

柳
か
此
に
中
間
報
告
を
試
み
ん
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
二

十
…
種
の
古
寓
本
は
、
各
々
そ
の
内
容
を
比
較
す
る
事
に

依
っ
て
傳
寓
の
系
統
を
跡
づ
け
ら
れ
る
が
、
か
、
る
分
類

以
外
に
下
汐
爲
本
の
特
長
に
つ
い
て
考
へ
る
時
、
興
昧
の

い
ビ
い
深
き
も
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
私
達
が
近
衡
家
本

ご
呼
ん
で
み
る
と
こ
ろ
の
金
澤
文
庫
本
系
統
の
近
衛
家
二

本
に
撃
て
、
近
衛
家
数
（
豫
樂
院
）
の
自
筆
稜
合
及
び
錯
筋

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
九
（
五
二
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
名
古
蹟
藩
に
於
げ
岬
ハ
・
律
令
畢
嶋
考
察

薮
鴬
を
訂
し
た
事
が
見
出
さ
れ
て
、
公
の
家
記
を
飾
る
～

の
新
事
實
を
明
ら
か
に
し
得
た
如
き
そ
れ
で
あ
る
が
．
さ

う
し
た
も
の
＼
一
つ
こ
し
て
、
我
國
律
今
學
吏
上
に
特
殊

な
地
歩
を
占
む
べ
き
名
書
屋
藩
律
倉
吉
者
の
一
入
稻
葉
蓮

邦
の
自
筆
書
寓
及
び
綾
合
本
の
あ
る
事
は
少
な
か
ら
諏
楡

悦
で
あ
る
。
日
頃
こ
の
書
に
嵩
ん
で
み
る
私
達
は
、
か
～

る
大
部
の
書
を
手
書
し
て
律
倉
研
究
に
精
進
し
た
人
の
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
を
思
ひ
、
そ
の
駿
語
に
依
っ
て
辿
ら
る
、
、

長
き
研
鐙
の
跡
を
見
、
ま
た
か
、
る
精
進
を
敢
て
せ
し
め

た
誘
因
ご
も
考
ふ
べ
き
藁
屋
の
名
古
屋
藩
の
學
的
雰
爾
氣

に
つ
い
て
關
心
す
る
所
が
あ
っ
た
。
恰
も
好
し
、
今
夏
六

月
中
旬
、
京
都
帝
超
大
學
文
學
古
記
更
黒
総
學
生
を
中
心

こ
す
る
春
期
研
究
族
行
が
名
古
屋
方
面
に
行
は
る
こ
ご
＼

な
っ
た
か
ら
、
こ
の
機
を
利
し
て
欝
頃
の
希
望
を
満
た
す

べ
く
、
同
車
小
葉
田
淳
潜
ご
三
里
博
士
に
随
ひ
、
　
一
冠
…

行
に
先
登
し
て
三
河
國
西
尾
町
な
る
七
三
文
庫
に
赴
き
、

そ
の
所
長
に
か
、
る
『
蓮
邦
こ
十
記
』
を
閲
覧
し
て
律
倉

　
　
　
　
　
　
、
，
．
鐘
勢
、
　
　
二
〇
　
（
五
二
八
）

學
澹
凝
し
て
の
彼
に
点
す
る
知
識
を
得
、
次
で
名
右
屋
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

書
館
に
就
い
て
、
河
村
領
導
、
秀
根
等
、
適
邦
の
師
ビ
仰

ぐ
人
々
の
律
倉
關
係
書
を
鬼
て
通
邦
ご
こ
れ
ら
諸
氏
こ
の

交
渉
を
明
か
に
し
、
常
時
の
驚
喜
研
究
の
釈
態
に
就
て
得

る
燐
が
多
か
っ
た
Q
更
に
私
は
七
月
三
十
三
臼
再
び
名
古

屋
闘
書
館
に
至
っ
て
翻
係
圖
書
の
閲
覧
を
乞
ひ
、
ま
た
同

地
の
郷
土
史
研
究
に
專
念
さ
る
、
大
芳
書
三
郎
氏
を
訪
う

て
種
々
の
示
激
に
睡
る
を
得
た
。
此
等
に
よ
っ
て
、
、
蓮
邦

を
中
心
こ
し
で
繋
馬
の
律
倉
學
の
状
態
を
考
察
し
、
そ
れ

ら
の
人
々
の
持
つ
光
彩
を
見
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。

　
癒
郵
の
傳
㍊
に
就
い
て
は
、
考
古
界
第
入
編
第
こ
號
に

武
田
翠
霞
氏
に
よ
っ
て
『
稻
葉
遍
邦
翁
の
墳
墓
に
就
て
』
、

歴
史
地
理
第
十
七
憲
第
一
號
に
花
見
朔
己
氏
に
よ
っ
て
、

『
稻
葉
露
頭
事
歴
考
』
こ
し
て
紹
介
さ
れ
て
は
み
る
が
、
此

等
諸
氏
の
文
は
遍
邦
の
事
蹟
一
般
に
就
い
て
の
解
説
で
あ

る
か
ら
、
主
こ
し
て
、
律
倉
學
者
ご
し
て
の
彼
こ
そ
の
背

景
を
な
す
嘗
時
の
名
古
屋
藩
の
洞
學
の
一
撃
ご
に
つ
い
て



見
ん
こ
す
る
私
の
試
み
は
、
決
し
て
屋
上
屋
を
架
す
る
も

の
で
な
か
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
（
二
）

　
本
書
は
現
に
三
浦
博
士
が
所
藏
さ
れ
て
居
っ
て
、
巻
二
・

四
・
五
・
十
四
の
四
冊
を
触
ぐ
の
外
、
全
部
三
十
二
冊
を
数

へ
る
。
既
等
各
冊
に
は
書
寓
ご
綾
合
の
年
月
、
更
に
書
寓

原
本
の
所
藏
者
を
記
し
た
激
語
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ

っ
て
通
邦
の
律
倉
研
究
の
過
程
、
ま
だ
そ
の
背
景
ε
し
て

當
時
律
命
學
に
精
逡
し
た
一
團
の
人
々
の
消
息
を
知
り
得

て
興
味
溌
き
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謡
一
）

　
本
書
は
明
和
四
、
五
年
に
亙
っ
て
河
村
秀
興
、
朝
倉
景

員
、
紳
村
正
郷
諸
氏
の
藏
本
を
爲
し
、
更
に
多
年
校
合
を

綾
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
巻
｝
韓
語
）

　
認
許
河
村
秀
興
先
生
之
御
講
本
門
本
書

憂
墜
絞
垂
雪
一
景
顯
批
懸
垂
朶
羨
、
詮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
翻
転
圃

　
　
　
第
ナ
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
考
察

　
　
　
　
明
和
丁
亥
孟
秋

　
　
輿
河
村
子
鳳
愈
了
安
永
二
年
二
月
二
＋
九
段

　
（
巷
十
九
欺
語
）

　
　
右
｝
巻
講
朝
倉
景
員
藏
本
令
書
爲
了

　
　
　
　
明
和
五
年
子
孟
夏
　
　
　
　
越
　
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
邦
圃

　
　
　
　
一
問
六
b
牛
丑
六
月
稲
以
河
村
氏
藏
本
令
謝
り
一

。
　
　
　
同
七
年
寅
四
月
以
京
師
本
校
合
了

　
　
　
　
安
永
四
年
置
二
月
二
十
一
日
一
密
阿
了

　
（
巷
四
ナ
奥
書
）

　
　
右
一
燐
以
神
村
先
生
之
本
使
書
黛
畢

　
　
　
　
明
和
戊
子
歳
季
冬
　
　
　
　
越
　
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
聴
聞

　
　
　
　
遠
野
寅
歳
四
月
十
三
日
以
京
師
本
｝
校
了

　
　
　
　
安
永
七
年
四
月
二
日
輿
伯
子
栗
一
＾
曾
了

　
　
こ
の
奥
書
に
糠
っ
て
彼
の
藪
回
に
亙
る
集
解
研
究
の
跡

　
を
辿
る
纂
が
出
來
る
が
、
本
書
々
爲
の
萌
和
四
・
五
年
蟹
の

彼
の
律
命
學
は
如
何
な
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
就

　
て
は
、
そ
の
自
叙
傳
な
る
通
邦
二
十
記
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
一
　
（
五
二
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
名
古
餐
藩
に
於
け
ろ
律
令
學
鱒
考
察

　
同
秋
（
剛
性
冒
後
事
璽
、
河
村
置
薬
欝
民
及
淺
倉

　
景
員
共
皆
辮
善
。

ご
あ
る
時
で
あ
る
。
是
よ
り
先
，
明
和
三
年
領
事
は
紳
村

正
郷
の
懲
懸
に
よ
っ
て
河
村
秀
興
を
主
ご
す
る
令
會
に
出

席
し
重
事
に
加
る
事
が
あ
っ
て
、
漸
次
令
研
究
に
熟
中
さ

れ
つ
》
あ
っ
た
時
で
あ
る
。
虞
己
の
志
す
所
の
決
定
さ
る

る
て
ふ
晶
精
紳
の
動
揺
ご
緊
張
こ
の
時
に
あ
っ
て
強
き
可
動

を
以
て
書
か
れ
た
で
あ
ら
う
事
を
思
ふ
時
．
そ
こ
に
漂
ふ

彼
の
學
的
特
熟
を
威
せ
す
に
は
居
ら
れ
な
い
。

　
明
和
五
年
に
は
．
彼
は
斯
く
云
っ
て
み
る
。

　
単
記
†
、
學
己
成
、
士
ゆ
性
在
令
律
及
六
國
史
及
軍
器
等
し
（
下
・
略
）

　
此
年
秋
、
江
都
住
弱
倉
藤
藏
御
講
移
心
河
村
氏
、
簾
…
通
邦
是
律

　
令
忠
臣
之
由
Q

　
猫
海
亀
二
十
記
の
中
の
景
跡
録
甲
に
青
る
ご
、
安
永
二

年
二
月
こ
＋
七
日
か
ら
河
村
氏
の
邸
で
同
志
ご
共
に
令
稜

無
二
を
催
し
、
先
づ
倉
義
解
を
生
み
、
次
に
命
集
解
に
及

な
し
、
併
せ
て
王
命
備
考
を
正
し
た
が
、
安
永
四
年
七
月

　
　
　
　
　
　
第
購
鏡
　
　
　
ニ
ニ
　
（
五
三
〇
）

十
五
口
に
至
っ
て
持
つ
た
。
そ
の
間
に
官
薄
黒
か
ら
儀
制

倉
ま
で
綾
了
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
書
の
中
の
起
居
註
に

は
河
村
氏
命
愈
こ
し
て
記
さ
れ
て
み
る
が
、
大
抵
夕
陽
の

二
つ
く
贋
に
始
め
て
子
の
刻
に
及
ん
だ
こ
ご
さ
へ
あ
り
、

家
に
二
っ
て
疲
臥
入
房
ご
書
か
れ
て
み
る
も
あ
れ
ば
、
又

爲
明
日
之
用
意
ご
あ
る
も
見
え
、
彼
が
如
何
に
勇
猛
精
進

し
つ
、
あ
っ
た
か
を
偲
ば
せ
る
。

　
斯
く
て
本
書
々
寓
の
完
成
す
る
頃
、
律
新
装
者
こ
し
て

の
彼
の
地
位
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
こ
し
て
認
め
ら

る
、
に
至
っ
た
。
こ
の
瓢
か
ら
云
っ
て
、
本
書
は
彼
の
律

倉
學
完
成
に
至
る
ま
で
の
涙
ぐ
ま
し
い
不
断
の
努
力
を
記

念
す
る
も
の
こ
し
て
深
き
意
義
を
持
つ
も
の
こ
云
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彼
の
書
面
原
本
の
所
癩
者
ご
し
て
、
河
村
秀
興
の
名
が

寵
さ
れ
て
み
る
。
こ
の
入
に
就
て
、
今
私
は
蛇
足
を
煎
へ

る
こ
ご
は
避
け
る
が
、
だ
“
名
古
屋
藩
に
お
け
る
「
團
の

倉
研
究
學
者
中
の
中
心
人
物
歯
し
て
牛
耳
を
執
り
っ
、
あ



つ
た
こ
ご
を
記
す
れ
ば
足
り
る
Q

　
帥
村
正
螂
は
亦
興
平
な
る
一
學
究
で
あ
っ
て
手
舞
舞
に

富
み
、
彼
等
の
間
に
一
先
輩
ご
し
て
重
き
を
な
し
て
み

た
。
殊
に
遥
邦
は
彼
を
推
重
し
、
彼
も
通
邦
に
期
待
す
る

こ
ご
傭
穿
く
、
二
十
記
に
も

　
岡
三
年
（
明
和
）
丙
戊
二
月
、
白
紙
流
紳
學
、
學
神
村
源
助
、

糠
笹
書
從
砦
（
下
略
）
、
（
心
嚢
年
×
上
略
）
霧
国
是

　
吾
學
所
成
之
師
、
愈
無
加
焉
者
、
憩
村
里
亦
構
、
吾
學
所
憾
者

　
惟
邦
耳
也
者
、
爾
三
而
不
二
実

ご
云
っ
て
み
る
。
不
幸
正
郷
は
病
弱
で
中
途
に
獲
れ
た
爲

め
學
業
の
大
成
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
學
風

は
追
考
に
よ
っ
て
受
け
縫
が
れ
、
更
に
獲
嘉
し
て
行
っ
た

事
で
あ
ら
う
。

　
朝
倉
燈
員
に
就
て
は
、
其
名
が
麺
邦
二
十
記
師
友
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）
「

中
に
見
え
、
河
村
秀
頴
盤
藏
今
義
解
備
考
の
中
に
も
『
景

趣
白
焼
先
生
日
…
…
』
と
あ
る
か
ら
、
矢
張
り
紳
村
正
郷

の
弟
子
こ
し
て
蓮
邦
等
ご
共
に
研
鑛
を
重
ね
て
み
た
も
の

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
ろ
律
令
學
の
考
察

ご
思
は
れ
る
。
叉
三
河
國
苅
谷
圖
書
館
に
藏
さ
る
、
庚
律

疏
議
は
、
紳
村
正
都
が
景
員
藏
本
を
寓
し
た
も
の
を
更
に

遁
邦
が
書
寓
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
を
見
て
彼
は
當

時
有
数
の
藏
書
家
の
N
入
で
あ
っ
た
ご
推
測
さ
れ
る
。

　
此
等
の
入
々
の
書
を
手
書
し
て
學
問
の
基
礎
を
固
め
た

通
邦
は
、
こ
の
難
語
に
見
ら
る
、
如
く
、
其
後
数
回
に
亙

る
校
合
、
會
讃
に
よ
っ
て
研
究
を
怠
ら
な
か
っ
た
Q
さ
う

し
て
此
等
の
仕
事
の
一
段
落
を
告
げ
た
後
に
は
、
そ
の
知

見
を
以
て
從
來
の
努
力
の
成
果
を
牧
め
ん
ご
し
た
ら
し

い
。
通
郵
二
十
記
に

　
此
期
（
明
和
九
）
訓
令
修
一
定
本
、
心
墨
集
解

ご
あ
る
簡
㎜
麗
な
記
述
も
、
か
、
る
…
進
境
を
見
る
ま
で
の
精

画
刻
苦
の
後
の
言
葉
ε
し
て
昧
ふ
時
、
深
き
戚
慨
を
抱
か

さ
れ
る
。

　
斯
く
て
彼
の
心
は
永
く
律
A
ド
學
か
ら
去
ら
な
か
っ
た
。

武
術
の
師
家
ご
し
て
立
ち
、
叉
武
器
辛
口
こ
し
て
一
家
を

成
し
つ
、
も
、
律
命
懸
に
お
い
て
も
亦
そ
の
永
き
努
力
に

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
三
　
（
五
三
一
）



　
　
　
第
十
三
雀
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
ろ
律
令
學
の
考
察

よ
つ
て
そ
れ
に
儂
す
る
功
績
を
後
の
世
に
饗
し
た
。
遍
謡

本
の
底
本
其
者
は
私
達
の
利
用
し
つ
、
あ
る
諸
本
の
中
で

は
寧
ろ
悪
本
に
幽
す
る
が
、
同
時
に
最
も
よ
く
研
鑛
を
加

へ
ら
れ
た
一
本
で
あ
る
。
妙
義
不
学
の
所
は
み
つ
か
ら
そ

の
意
味
を
考
へ
て
意
見
を
朱
書
し
、
義
解
ご
誓
言
を
加
へ
、

叉
集
解
文
中
に
引
用
さ
れ
た
諸
書
は
一
々
そ
の
原
本
に
遡

っ
て
綾
合
を
行
っ
て
み
る
○
か
く
て
本
書
は
封
稜
諸
本
中

最
も
役
立
つ
む
の
、
一
つ
ご
な
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
（
三
）

　
遮
邦
の
律
倉
學
の
次
第
に
完
成
さ
れ
て
行
っ
た
過
程
を

見
た
今
は
、
更
に
彼
ご
時
代
を
同
く
し
そ
の
善
き
協
同
研

究
者
達
こ
の
關
係
に
就
て
眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
此
麩
に
に
そ
れ
ら
の
総
て
に
亙
る
事
な
く
、
た
い
彼

の
令
集
解
本
の
原
本
に
遡
っ
て
、
河
村
秀
興
及
び
図
根
の

藏
書
に
就
て
一
瞥
を
與
へ
よ
う
。

　
市
立
名
古
屋
信
書
館
に
は
、
河
村
家
並
の
方
形
朱
印
あ

る
も
の
一
秀
貸
本
8
呼
ば
れ
て
み
る
一
及
び
尾
張
河
村
復

　
　
　
　
　
　
魏
早
起
　
　
二
四
r
（
五
三
二
）

太
郎
秀
根
藏
の
長
方
形
黒
印
あ
る
二
都
め
倉
集
解
寓
本
が

藏
さ
れ
て
る
る
。
前
者
は
五
冊
…
を
、
後
者
は
十
五
冊
を
敏

く
が
、
こ
の
雨
者
を
比
較
す
る
時
、
些
細
な
相
異
が
あ
っ

て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
そ
の
傳
來
の
跡
が
辿
ら
れ
て
興
味
無

し
ご
せ
な
い
。

　
爾
書
は
う
そ
の
暑
寒
を
見
る
時
、
既
に
些
細
の
相
異
を

翠
霞
す
が
、
此
は
秀
頴
秀
根
が
各
自
校
合
を
加
へ
た
爲
に

生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
標
つ
た
原
本
は
同
一
の
も

の
ド
u
思
は
れ
る
Q
爾
…
書
蹟
語
の
差
は
次
の
如
き
形
で
現
は

れ
て
る
る
。

（
巷
二
奥
秀
冬
至
）

　
コ
以
下
異
本
ニ
ナ
シ

　
本
云
　
　
イ
ニ
ア
リ
如
元

　
　
文
意
元
年
六
月
二
十
三
日
（
下
略
）

（
秀
根
本
）

　
］
以
下
異
本
ニ
ナ
シ

　
本
云

　
　
文
慮
元
年
六
月
二
十
三
日
（
下
略
）

　
こ
れ
で
見
得
る
如
く
、
秀
蔵
本
に
は
「
イ
ニ
ア
リ
国
元
」



で
示
さ
る
適
合
が
、
秀
根
本
よ
り
多
く
加
っ
て
み
る
だ
け

で
あ
っ
て
、
現
存
す
る
共
通
の
諸
懇
を
通
じ
て
、
全
く
同

一
で
あ
る
か
、
或
は
か
、
る
校
合
に
よ
る
相
異
の
み
が
見

出
さ
れ
て
、
学
者
が
同
一
本
の
書
斎
な
る
事
は
疑
な
い
。

こ
れ
は
猶
次
項
に
於
い
て
｝
履
確
謹
さ
る
、
で
あ
ら
う
。

　
次
に
問
題
ご
さ
れ
る
の
は
、
爾
書
の
擦
っ
た
原
本
が
何

人
の
所
有
で
あ
っ
た
か
て
ふ
事
で
あ
る
．
）
こ
の
事
は
ま
た

彼
等
の
律
倉
學
の
系
統
を
知
る
上
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
就
て
は
次
の
難
語
が
認
め
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

　
（
秀
穎
本
谷
一
表
紙
見
返
極
帯
）

　
集
解
第
一
第
二
藤
巻
二
本
テ
以
テ
爲
ス
朱
二
書
ス
ル
庭
ハ
本
書

　
　
カ
ヰ

　
ノ
書
コ
ミ
ナ
リ

　
花
山
院
家
ノ
本
ラ
坦
テ
校
合
ス
ル
虎
黄
字
二
野
ス

　
（
秀
根
本
巻
二
奥
）

　
右
官
位
令
職
口
裂
令
集
解
二
巻
傲
多
田
義
俊
本
窮
之
舞
借

　
華
山
墨
家
之
藏
本
革
藍
校
合
零
墨

　
　
　
　
寛
延
元
年
戊
辰
十
一
月
二
十
五
日
　
河
村
秀
根

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
来
、
察

　
此
に
よ
っ
て
、
骨
壷
が
同
一
本
の
書
窮
な
る
事
を
確
め

ら
れ
．
叉
そ
の
奇
巌
を
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
只
こ
、

に
注
意
す
べ
き
は
、
本
書
が
各
懇
を
通
じ
て
同
一
者
の
所

藏
本
一
同
一
系
統
本
1
の
書
面
で
な
く
て
種
々
の
所
藏
者

よ
り
し
て
爲
し
た
も
の
を
集
め
た
も
の
な
る
黙
で
あ
る
。

次
の
昏
冥
は
そ
の
事
情
を
物
語
る
で
あ
ら
う
。

（
三
根
本
巻
三
十
入
奥
）

右
一
巻
老
年
藥
師
騨
老
生
氏
之
本
誌
筆
耕
窮
之

　
　
　
寛
延
三
年
五
月
十
八
潟

（
巻
四
十
奥
）
　
　
　
　
　
・

零
集
解
来
之
中
讐
令
三
本
聯
懸
賦
役
令
二
本

馨
一
蓼
藍
墨
型
三
呆
衣
服
講
本
難
令
天

假
寧
令
喪
葬
令
一
本
者
以
花
山
院
家
藏
本
圃
爲
之
暴

　
　
寛
延
元
年
戊
辰
十
二
月
二
十
五
口
　
尾
張
河
村
等
根

　
爾
書
共
そ
の
奥
書
を
見
る
時
、
系
統
が
一
定
せ
す
、
弘

長
建
治
爾
種
の
奥
書
の
み
あ
る
も
の
、
慶
長
年
間
清
原
秀

賢
の
奥
書
あ
る
も
の
、
寛
永
年
間
中
原
逸
興
の
も
の
ま
で

　
　
　
　
　
　
錦
鷹
巣
　
　
　
二
五
　
（
五
三
三
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
斑
　
寵
　
　
名
古
駅
藩
に
於
δ
ろ
律
禽
學
の
考
察

あ
る
も
の
、
更
に
萬
治
年
間
藤
原
の
奥
書
あ
る
も
の
、
猶

蹟
語
を
全
く
敏
く
も
の
等
二
種
の
系
統
の
も
の
が
あ
め
、

私
達
の
使
用
せ
る
二
十
一
種
の
寓
言
に
試
み
た
分
類
が
ま

た
こ
の
河
村
本
二
部
の
中
に
も
見
出
さ
る
、
の
は
、
本
書

が
か
く
異
る
人
の
藏
書
を
書
寓
し
集
め
た
の
に
基
く
も
め

で
あ
ら
う
が
、
こ
の
事
は
ま
た
學
術
研
究
の
上
に
書
を
得

る
の
最
も
困
難
で
あ
っ
た
》
當
時
の
事
情
を
物
語
る
も
の

ご
思
は
れ
て
、
興
昧
あ
る
實
例
を
提
供
す
る
も
の
ご
云
ひ

得
る
で
あ
ら
う
。

　
こ
、
で
此
等
の
蹟
語
に
見
ゆ
る
多
田
義
俊
、
花
山
院
家

な
ざ
の
語
を
遡
っ
て
そ
れ
ら
ご
の
交
渉
を
見
る
事
は
。
名

古
屋
藩
に
お
け
る
律
男
並
勃
興
の
事
情
に
も
穿
れ
て
、
興

昧
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
の
私
の
問
題
で
は

な
い
。

　
斯
く
の
如
く
河
村
秀
頴
、
発
根
爾
本
は
同
｝
本
の
書
爲

で
あ
り
、
然
も
そ
の
間
に
各
自
の
校
合
加
筆
に
よ
っ
て
些
，

細
の
相
異
の
認
め
ら
れ
る
事
に
注
目
し
た
が
、
今
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
第
M
四
六
　
　
　
　
二
点
ハ
　
（
五
三
四
）

通
邦
本
ビ
比
較
す
る
時
、
い
さ
、
か
疑
問
が
生
じ
る
。
彼

の
書
は
明
か
に
秀
指
輪
ハ
　
書
置
ご
あ
る
に
拘
ら
す
、
そ
の

綾
織
の
跡
に
お
い
て
寧
ろ
秀
根
本
ご
同
一
で
あ
る
。
部
ち

前
記
の
三
二
鼻
血
に
於
い
て
見
る
・
如
き
「
イ
ニ
ァ
ソ
如
元
」

な
る
時
の
稜
合
は
書
寓
さ
れ
て
み
な
い
。
が
こ
れ
は
賜
和

四
年
彼
が
書
寓
し
た
時
、
秀
基
本
に
は
ま
だ
こ
の
度
の
綾

合
が
加
へ
ら
れ
て
る
な
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う

　
こ
の
此
面
細
な
相
異
は
ま
た
一
の
問
題
を
導
き
、
今
一
入

の
律
命
學
者
の
存
在
を
明
か
に
す
る
で
あ
ら
う
Q
私
蓬
の

綾
合
に
利
用
し
て
み
る
も
の
、
中
に
は
、
猶
二
種
の
書
が

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
同
じ
く
三
浦
搏
士
が
先
年
同
時
に

一
ま
こ
め
に
し
て
購
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

を
見
る
時
、
甲
種
は
全
く
共
通
し
た
景
雲
に
立
ち
、
二
者

合
し
て
一
部
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
か
も
蓮
郵
本

ご
極
め
て
近
き
關
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
知
れ
る

　
そ
の
一
種
は
憲
一
よ
り
怠
六
ま
で
あ
っ
て
、
各
々
三
藩

を
一
冊
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
冊
の
表
紙
見
返
に



次
の
貼
符
が
認
め
ら
れ
る
。

　
正
弘
槻
弓
二
行
先
生
藏
本
押
昏

　
　
集
解
第
一
第
二
巻
或
本
テ
以
テ
爲
ス
朱
二
書
ス
ル
虚
ハ
本
書

　
　
ノ
書
コ
ミ
ナ
リ

　
　
花
山
院
家
ノ
本
テ
…
以
テ
校
A
q
ス
ル
縢
爬
黄
字
二
瀧
β
ス

　
こ
れ
を
前
記
の
秀
頴
本
怒
嘱
の
押
番
ご
比
較
す
る
事
に

よ
つ
て
、
本
書
は
明
か
に
秀
絵
本
の
書
誌
と
思
は
れ
る
が
、

猫
’
「
．
先
生
」
の
語
が
導
入
を
意
昧
す
る
か
を
明
ら
か
に
せ

ば
、
更
に
一
心
明
自
に
確
め
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ

に
つ
い
て
各
冊
の
奥
に
次
の
語
が
あ
る
。
爾
些
事
形
式
は

同
一
で
あ
る
が
、
第
一
冊
の
蛮
語
を
爆
ぐ
れ
ば
、

　
右
三
冊
恩
借
乾
堂
先
生
所
藏
本
道

爲
之
猷
醗
賠
日
二
照
哩
合
加
｝
校
詑

　
文
化
乙
亥
九
月
二
十
五
日
　
正
弘

　
こ
、
に
見
ら
る
、
乾
堂
先
生
ご
は
河
村
秀
根
の
二
子
盆

根
の
號
で
あ
る
。
彼
も
亦
律
令
傷
者
こ
し
て
倉
名
が
あ
っ

だ
。
誰
々
二
十
記
に
櫨
…
れ
ば
、
安
永
三
年
以
後
、
／
根
ご
倉

　
　
　
第
十
三
巻
　
研
究
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
考
察

曾
を
催
す
こ
ご
、
な
つ
π
事
が
見
え
、
又
名
古
屋
圖
書
館

に
藏
さ
る
、
集
解
零
本
窓
六
の
践
語
に
は
、
通
邦
が
明
和

年
間
秀
頴
本
を
書
寓
し
た
の
を
安
永
二
年
に
更
に
書
し
て

み
る
事
が
知
ら
れ
る
。
此
等
の
事
情
よ
り
推
し
て
彼
も
亦

此
頃
よ
り
律
倉
研
究
に
携
っ
た
事
ご
思
は
れ
て
、
秀
頴
藏

書
が
そ
の
後
に
お
い
て
、
律
倉
學
者
ε
し
て
聞
ゆ
る
所
な

き
ギ
秀
俊
に
傳
ら
す
甥
盆
根
に
受
綴
れ
た
事
も
相
像
に
難

く
な
い
Q
從
っ
て
本
書
は
正
弘
が
盆
根
に
肖
れ
る
秀
頴
本

を
書
篤
し
些
事
に
疑
は
な
い
で
あ
ら
う
。
猶
こ
れ
に
は
、

通
講
本
ご
秀
頴
本
ご
の
問
に
見
ら
れ
た
「
イ
ニ
ア
ソ
如
元
」

な
る
一
合
の
有
無
の
差
異
は
無
く
、
秀
頴
本
の
総
て
が
忠

實
に
書
寓
さ
れ
て
み
る
。
さ
ジ
し
て
從
來
蹴
り
聞
え
な
か

っ
た
正
弘
な
る
一
調
者
を
名
右
屋
藩
蒲
倉
學
者
の
一
團
に

加
へ
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
こ
、
で
彼
ご
そ
の
周
圃

に
つ
い
て
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
今
一
種
の
も

の
に
就
て
注
昌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
一
種
の
書
は
憲
七
よ
り
懇
十
二
ま
で
あ
っ
て
前
者
に

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
七
　
（
五
三
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
考
察

聯
絡
を
有
し
、
そ
の
内
容
よ
り
見
、
又
綾
合
の
跡
よ
ウ
見

れ
ば
、
三
種
の
加
筆
が
あ
っ
て
、
そ
の
各
々
が
秀
歌
本
ご

一
致
す
る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
猫
各
出
頭
に
尾
張
取
田
弘

三
郎
正
紹
な
る
河
根
秀
根
走
書
印
ご
同
一
形
式
の
黒
印
が

捺
さ
れ
て
あ
る
黙
よ
り
見
て
、
取
田
正
紹
も
亦
鋒
命
學
岩

の
一
入
で
あ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。
．
溺
に
彼
の
藏
書
印

あ
る
圖
書
が
、
名
古
屋
圏
書
館
に
数
部
藏
さ
れ
て
る
る
ε

の
事
で
あ
る
が
、
私
の
見
た
右
本
禁
秘
御
紗
の
奥
に
左
の

語
が
記
さ
れ
て
み
る
今

　
右
奉
舞
借

　
官
庫
所
藏

　
敬
公
爵
藤
本
謹
而
縢
爲
竣
功

　
　
　
子
膝
文
政
四
年
辛
巳
二
月
二
日

　
　
　
張
藩
　
　
　
　
橘
正
紹

　
こ
れ
に
よ
っ
て
正
紹
其
人
の
學
…
問
こ
そ
の
在
世
年
代
ご

が
推
定
さ
れ
る
。
此
等
の
事
實
は
、
爾
部
の
集
解
が
直
接

閣
係
あ
る
も
の
ご
思
は
る
、
か
ら
、
更
に
そ
の
所
藏
岩
な

　
　
　
　
　
　
　
餓
卍
購
號
　
　
　
　
二
入
　
　
（
五
三
山
ハ
）

る
正
弘
ご
取
壇
弘
三
郎
正
書
ご
の
驕
係
に
つ
い
て
朋
か
に

，
鵠
？
」
　
・
　
O

F
一
訪
ノ
し

　
取
田
氏
に
就
て
は
通
郵
二
十
記
師
友
名
に

　
取
阻
罵
や
右
箭
門
長
孝
野
瀬
隼
人
正
同
心

ご
見
え
、
又
丈
化
入
賞
十
二
月
に
通
解
の
子
蓮
故
等
に
よ

っ
て
編
輯
さ
れ
た
張
藩
武
術
師
系
録
に
は
次
の
如
く
見
え

る
o

○
貞
之
…
一
［
一

註
丈
略

～
取
田
∠ド

衛
門

略

一
寄
　
頭

サ致

師暦
1塩九
　　夢il

年
　　ヨ

　
岡
田
淺
右
衛
門

一
重
定

　
隠
居
淺
野

　
　
○
取
田
弘
三
鄭

審
治
　
　
　
正

○
麺
邦
－
通

註
文
略

年正門政＋i郎
入月弟ニニi一一、
薄免引戊月、

｛1緻赦師義
駈便受範JX



　
こ
の
師
号
宮
遷
に
現
は
る
、
取
田
長
右
衛
門
巌
頭
な
る

入
が
師
友
名
に
見
ゆ
る
取
田
五
右
衛
門
長
孝
ご
野
山
入
な

る
か
は
明
か
で
な
い
が
、
こ
れ
に
現
れ
た
關
係
に
よ
っ

て
、
幽
思
と
寄
頭
ピ
の
問
は
欝
然
師
弟
に
も
似
る
關
係
が

結
ば
れ
て
み
た
事
ε
思
は
れ
、
二
十
記
の
中
に
他
の
取
田

氏
の
人
を
見
な
い
か
ら
、
富
者
を
同
一
人
ご
見
ら
れ
、
前

述
の
乾
堂
本
集
解
i
實
は
秀
髪
上
一
を
書
饗
し
た
正
弘
を

こ
れ
に
見
ゆ
る
取
田
弘
三
郎
正
弘
ε
推
定
す
る
の
も
強
ち

失
當
で
は
あ
る
ま
い
ε
思
は
れ
る
。
取
田
正
弘
が
通
郵
の

子
通
雲
に
よ
っ
て
黒
煙
の
誓
書
を
受
け
た
黙
か
ら
見
て
、

こ
の
系
譜
が
、
た
ε
ひ
有
職
故
實
の
方
面
の
師
傳
を
示
す

も
の
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
當
時
彼
等
の
総
て
が
故
實
聖
者

で
あ
）
、
國
惚
者
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
律
倉
學
者
で

あ
っ
π
事
を
思
ふ
時
、
漁
者
の
交
渉
は
、
た
や
有
職
故

塁
の
方
面
に
の
み
限
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
同
時
に
ま

た
律
令
・
學
に
お
い
て
も
…
關
嚇
す
る
所
が
あ
っ
π
で
あ
ら

う
。
通
邦
ご
か
、
る
關
係
に
立
つ
取
田
正
弘
が
河
村
伊
根

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
　
名
古
屋
藩
に
於
け
ろ
褄
令
學
の
考
察

ご
師
弟
器
係
を
結
ん
だ
事
は
敢
然
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ

る
。
か
く
考
ふ
る
事
に
よ
っ
て
、
前
の
正
弘
を
こ
の
取
田

弘
三
郎
正
弘
こ
す
る
事
は
盆
々
疑
を
容
れ
な
い
で
あ
ら
う

　
取
田
弘
三
郎
正
弘
と
取
田
弘
三
郎
野
望
こ
の
難
字
に
つ

い
て
は
二
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。
師
ち
正
課
を
正
弘
の

　
（
識
三
）

後
の
名
ご
す
る
か
或
は
親
子
の
關
係
あ
る
か
璽
．
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
何
れ
が
正
し
い
か
は
ま
だ
明
ら
か
に
す
べ
き
資

料
を
得
な
い
が
、
烏
黒
が
交
政
四
年
敬
公
所
臓
…
本
借
用
を

許
さ
れ
て
み
る
黙
か
ら
見
て
相
當
の
地
位
を
占
め
た
入
ご

思
は
れ
、
正
弘
が
交
書
四
年
に
始
め
て
師
上
し
て
み
る
黙

を
思
ひ
較
べ
て
、
こ
の
間
十
四
年
の
間
に
父
子
相
代
っ
て

か
、
る
地
位
に
あ
っ
た
も
の
ご
想
像
し
難
い
か
ら
、
同
】

人
ご
兇
る
の
が
正
し
い
推
測
で
あ
ら
う
。
然
し
同
一
入
こ

す
れ
ば
、
正
弘
時
代
の
集
解
書
寓
に
前
掲
の
如
き
詳
細
な

抜
語
を
書
き
加
へ
た
彼
が
、
正
座
心
意
に
は
何
等
書
庫
の

次
第
を
註
さ
ぬ
事
に
多
少
の
疑
ひ
を
挾
ま
れ
な
い
で
も
な

い
か
ら
猫
ほ
考
へ
る
こ
ご
、
し
た
い
◎

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
九
　
（
五
三
七
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
葎
令
學
の
考
暴

　
以
上
私
は
可
成
り
煩
蕪
な
…
黙
ま
で
未
知
の
律
今
學
者
及

び
其
の
研
究
を
跡
づ
け
た
。
猫
こ
れ
ら
の
人
々
以
外
に
、

滞…

M
二
十
記
に
よ
う
、
叉
’
講
命
備
考
に
よ
り
て
撒
名
を
畢

げ
る
事
が
出
來
る
が
、
そ
れ
に
は
言
及
す
る
を
避
け
よ
う
。

　
斯
く
て
當
時
の
名
古
屋
藩
に
は
、
時
を
同
く
し
て
一
群

の
傾
向
を
同
じ
う
す
る
學
者
が
青
田
し
た
が
、
彼
等
の
志

す
所
は
軍
に
一
方
面
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
河
村

筆
削
、
秀
根
の
嘉
し
い
著
書
目
録
に
見
て
も
明
か
に
さ
れ

る
。
涌
…
邦
二
十
記
に
『
士
脚
株
碧
仕
A
胴
漬
け
及
山
盛
國
史
及
軍
議
欄
考
』

ご
あ
る
の
は
善
く
彼
等
蓼
酢
問
の
一
般
風
潮
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
彼
等
は
ま
た
廣
き
範
國
に
亙
っ
て
倦
む
な
き

研
鐙
を
績
け
た
學
徒
で
あ
っ
た
ご
同
時
に
、
美
し
い
共
同

事
業
を
樂
む
人
々
で
あ
っ
た
事
は
特
に
注
意
さ
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
蓮
邦
二
十
記
を
讃
ん
で
、
そ
の
會
護
の
種
類
や

回
数
の
多
き
に
驚
か
澱
も
の
は
あ
る
ま
い
。
而
し
て
そ
れ

ら
の
す
べ
て
の
研
究
は
何
れ
も
同
志
の
會
合
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
る
た
の
で
あ
る
。
か
、
る
學
問
的
無
点
氣
は
我
國

　
　
　
　
　
　
第
羅
號
　
　
　
三
〇
　
（
五
三
入
）

学
問
史
上
に
於
て
も
お
の
つ
か
ら
濁
自
の
地
位
を
凋
む
べ

き
も
の
で
あ
っ
て
、
形
式
的
に
も
精
騨
的
に
も
同
一
の
研

究
に
い
そ
し
み
つ
、
あ
る
私
達
に
取
っ
て
は
、
殊
に
戴
興

の
深
き
を
争
え
る
。

　
律
源
氏
に
於
て
も
、
、
こ
の
唐
墨
が
見
出
さ
れ
る
Q
　
一
人

の
考
が
討
論
さ
れ
て
是
ご
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

が
直
ち
に
共
通
の
定
説
ビ
な
っ
た
ら
し
い
。
通
邦
本
馬
集

解
戸
命
七
湖
風
の
頭
註
に
、
そ
の
條
下
に
引
用
さ
れ
た
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
四
）

記
に
、
煮
出
が
六
出
　
ご
な
っ
て
み
る
黙
よ
り
、
新
＋
ロ
ニ
命

の
和
異
を
指
摘
し
て
次
の
朱
書
を
加
へ
て
る
る
。

　
私
案
、
下
悪
疾
下
二
所
望
無
古
記
、
蓋
古
輝
北
悪
疾
也
、
叉
鑓

　
署
下
＋
刊
記
有
六
鯉
山
魯
予

　
こ
の
考
が
同
じ
く
河
村
秀
頴
も
抱
く
意
見
で
あ
っ
た
こ

思
は
る
、
事
は
、
名
藁
屋
圏
書
館
に
蕨
さ
る
、
秀
穎
本
倉

義
解
備
考
の
こ
の
條
．
の
頭
註
に
左
の
朱
書
を
見
る
事
に
依

っ
て
知
ら
れ
る
。

　
七
山
田
、
按
集
解
肝
＋
鰻
記
作
六
事
、
蓋
士
B
塚
山
久
・
也
，
叉
論
幽
七
型
解
小
B



　
黒
地
解
悪
疾
古
記
無
解
文
．
誉
田
維
婬
倹
悪
疾
下
亦
不
解
．
郎

　
知
古
令
嬢
悪
疾
文
乎

　
こ
れ
ら
は
野
芝
護
の
際
提
出
さ
れ
討
議
さ
れ
た
問
題
を

各
自
そ
の
藏
書
に
加
朱
書
し
た
も
の
ビ
思
は
れ
る
。

　
斯
る
細
細
同
研
究
の
成
果
が
講
A
り
備
考
で
あ
っ
た
。
こ
の

書
の
存
在
こ
そ
名
古
屋
藩
の
律
A
F
學
の
貴
き
牧
獲
で
あ
っ

て
、
彼
等
の
律
令
學
吏
上
に
お
け
る
位
地
を
比
類
な
き
美

し
さ
に
ま
で
高
め
る
も
の
で
あ
ろ
。
か
く
て
今
迄
各
入
相

互
の
交
渉
を
辿
っ
た
終
り
に
於
て
、
更
に
そ
の
交
際
の
結

晶
で
あ
る
本
書
に
つ
い
て
一
慮
の
考
察
を
試
み
る
の
は
、

興
味
あ
る
事
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
（
四
）

　
講
令
備
考
に
就
て
は
、
本
書
を
牧
録
し
淀
是
々
群
書
類

從
の
解
題
に
は
、
文
政
年
中
，
稻
葉
蓮
邦
、
河
村
秀
根
、

石
原
正
明
、
七
二
正
郷
等
の
倉
研
究
の
結
集
ビ
記
さ
れ
て

み
る
Q
然
し
時
代
を
文
政
年
中
こ
す
る
事
の
誤
ぽ
既
に
花

見
朔
己
氏
に
依
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
氏
は
此
等
諸
氏
の
在

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
考
察

世
年
代
よ
り
推
も
て
、
そ
れ
を
明
和
安
永
の
交
の
令
會
護

の
成
果
で
あ
ら
う
ご
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
名
古
屋
市
斑
學

藝
編
に
は
、
謬
説
正
獅
の
條
下
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
み

る
。

　
明
和
年
端
、
秀
頴
、
秀
根
、
正
鄭
、
通
邦
、
正
明
及
び
山
高
信

　
順
等
ミ
、
令
義
解
其
他
の
研
究
會
を
催
し
互
に
鉦
鼓
を
な
し
た

　
り
。
彼
の
講
令
備
考
は
、
恐
ら
く
は
此
時
の
錐
録
な
る
べ
し
。

　
こ
の
文
中
に
含
ま
る
、
二
箇
の
黙
、
帥
ち
そ
の
作
成
の

年
代
と
人
ビ
は
又
問
題
ご
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
先
づ
作
成
年
代
に
就
て
、
花
見
氏
が
明
和
安
永
の
交
ε

さ
れ
た
の
は
、
そ
の
會
謹
書
の
一
人
淋
村
正
郷
の
死
が
明

和
入
年
で
あ
る
事
に
注
目
さ
れ
て
の
窺
測
で
あ
る
が
、
ま

だ
明
確
に
明
和
八
年
以
前
ご
は
云
は
れ
て
る
な
い
。
名
古

屋
青
史
に
明
和
年
無
ご
あ
る
の
は
、
明
か
に
正
郷
の
死
を

附
属
ご
し
そ
の
在
世
の
年
に
ま
で
遡
ら
し
こ
た
も
の
で
あ

ら
う
。
然
し
種
々
の
古
聖
本
を
見
る
時
、
輕
々
し
く
早
書

の
作
成
年
代
を
淡
澄
す
る
事
の
不
可
能
事
に
想
到
せ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
三
　
（
五
三
九
）



　
　
　
第
十
三
讐
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
今
學
ゆ
考
祭

を
得
な
い
。

　
管
見
に
入
っ
た
講
命
備
考
は
京
都
帝
郭
大
學
圓
書
館
に

．
所
藏
さ
る
、
和
學
講
談
所
の
藏
書
印
あ
る
も
の
、
名
古
屋

叢
書
館
回
護
の
嘉
永
元
年
騨
谷
克
顧
が
雲
居
大
入
二
本
を

書
濾
せ
る
奥
書
あ
る
も
の
ご
、
河
村
秀
頴
蕉
蕨
の
も
の
ご

で
あ
る
。
叢
々
群
書
類
從
に
謹
め
ら
れ
た
も
の
は
、
策
京

帝
風
大
學
圖
書
備
考
に
よ
り
内
閣
文
庫
本
を
以
て
比
校
し

た
こ
の
事
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は
未
だ
】
覧
の
機
を
得
な

い
け
れ
ざ
も
、
刊
本
の
内
容
よ
り
推
し
て
、
特
許
影
野
本

ご
同
一
の
も
の
こ
云
ひ
得
る
。
此
等
三
本
は
、
そ
の
内
容

よ
り
比
較
す
る
時
、
薯
し
く
精
粗
の
差
が
見
出
さ
れ
る
。

　
和
學
講
談
黒
本
は
、
此
等
の
中
で
は
最
も
簡
軍
な
艘
裁

で
あ
っ
て
、
最
初
の
草
稿
本
な
る
事
を
思
は
せ
る
も
の
が

あ
る
。
叢
書
倉
に
お
い
て
左
の
形
式
で
書
さ
れ
て
み
る
の

は
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

孟
夏

三
河
國
赤
引
糸

三
二
　
（
五
四
〇
）

　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
（
マ
、
）

　
　
○
護
本
紀
持
統
天
皇
六
年
五
月
丁
未
（
下
略
）

　
　
○
丈
徳
天
皇
實
録
云
四
　
仁
毒
二
年
十
一
月
心
事
（
下
略
）

　
○
ハ
原
本
三
嘆
チ
塗
抹
ス
）

　
　
○
鴨
藪
淵
　
令
抄
　
姓
氏
録
　
蚕
桑
芸
園
集
　
照
日
本
紀

　
　
　
大
暑
宮
式
　
古
語
捻
遣
　
綾
巳
本
紀
　
瀞
宮
号
移
絵
　
陽
時

　
　
　
祭
式
　
脚
名
式
　
令
抄
　
薄
霞
　
四
時
祭
式
　
神
名
式
　
周

　
　
　
本
紀
　
公
式
令
蓮
署
　
延
暦
儀
式
帳
並
在
集
頭

　
　
こ
、
に
は
た
や
書
目
の
み
記
さ
れ
た
も
の
が
、
他
の
二

本
及
び
刊
本
で
は
一
々
に
そ
の
引
用
交
を
告
げ
ら
れ
て
る

る
。
こ
れ
を
河
村
秀
興
、
優
渥
の
憩
急
場
集
解
の
頭
註
文

・
ご
比
較
す
る
時
、
こ
れ
は
全
く
こ
の
集
か
ら
の
引
用
な
る

事
は
明
か
で
あ
り
、
　
こ
、
に
記
さ
れ
だ
集
解
が
こ
の
河
村

本
を
済
す
事
も
亦
疑
を
容
れ
な
い
。
こ
の
草
稿
作
成
の
時
、

既
に
完
成
し
て
み
た
こ
の
集
解
を
四
五
に
墾
照
さ
れ
た
の

は
當
然
の
事
ご
思
は
れ
る
。
さ
う
し
て
本
書
が
か
、
る
簡

輩
な
形
式
の
も
の
な
る
事
は
．
こ
れ
が
全
く
最
初
の
草
稿

本
な
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。



瀞

．
叉
績
観
菊
書
類
老
雄
－
紳
谷
本
も
同
じ
、
π
や
世
に
流

帯
し
墾
罪
す
る
に
便
利
な
る
爲
本
書
を
墨
げ
よ
う
一
に

『
績
日
本
紀
云
…
…
』
『
又
云
・
－
…
』
ご
あ
る
も
の
が
、
和

學
講
談
所
長
で
は
『
綾
日
本
紀
云
…
：
」
ご
あ
り
、
後
の

も
の
が
頭
註
こ
し
て
『
綾
H
本
紀
云
…
…
』
な
る
膿
裁
で

記
さ
れ
て
み
る
事
か
ら
も
、
書
置
講
談
藤
本
が
群
書
類
從

本
よ
り
古
き
草
稿
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
其
後
度
々
補
註

が
加
へ
ら
れ
た
事
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
二

の
最
初
の
草
稿
嫁
ご
見
る
べ
き
も
の
、
作
成
年
代
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
績
々
群
書
類
從
本
官
町
君
親
王

一
品
巳
下
至
四
品
凡
三
條
の
註
に
、

○
通
邦
私
二
案
二
・
…
：

　
明
和
丁
亥
閏
九
月
晦
日

　
叉
案
二
：
・
…

　
明
和
丁
亥
十
月
阻
日

叉
案
：
：
：

戊
子
十
月
牽
四
日

　
第
十
三
巷
　
　
研
・
究

名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
考
察

ε
見
え
る
文
は
、
和
學
講
談
所
動
に
は
見
る
事
が
出
來
な

い
。
即
ち
和
學
講
談
所
本
は
こ
の
補
筆
よ
り
前
一
明
和
四

年
以
前
の
も
の
ε
す
る
の
は
疑
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
う
し

て
こ
れ
は
通
邦
二
十
記
に
見
ゆ
る
明
和
三
年
度
の
加
つ
た

命
曾
の
成
果
ビ
す
る
の
も
誤
な
い
ご
思
は
れ
る
。

　
斯
く
て
作
成
さ
れ
た
草
稿
が
、
前
に
見
る
如
く
、
何
回

か
の
補
筆
を
経
た
ε
思
は
れ
る
。
和
學
講
談
所
志
に
見
る

頭
註
、
河
村
秀
南
本
に
見
る
署
し
い
頭
註
及
び
貼
符
は
、

一
ご
し
て
彼
等
の
長
き
會
護
の
苦
心
を
物
語
ら
ぬ
も
の
は

な
い
。
斯
く
補
筆
さ
れ
た
草
稿
が
、
一
度
整
頓
さ
れ
若
書

　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
て
一
定
本
の
形
を
ご
つ
た
事
が
あ
る
ら
し
く
思
は
れ

る
。
道
邦
二
十
記
に
見
ゆ
る
左
の
記
事
は
こ
れ
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　
（
髪
永
二
年
）
二
月
二
＋
七
日
以
來
令
校
正
會

　
　
毒
碑
鮪
於
河
琵
孫
八
鍬
九
郎
來
會
先
響

　
　
三
殿
　
義
簸
嚢
蟹
會
雛

．
　
　
　
　
　
　
　
並
正
備
考

　
　
　
　
　
　
鑛
四
號
　
　
　
三
三
　
（
五
西
一
）



職

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
ろ
律
令
畢
の
考
察

　
斯
く
て
備
考
の
整
理
は
…
段
落
を
つ
げ
た
Q
然
し
こ
れ

で
そ
の
事
業
が
絡
了
を
告
げ
た
こ
看
徹
す
事
は
田
來
な

い
。
秀
黒
本
を
見
る
時
、
こ
の
時
を
も
つ
て
備
考
が
最
後

の
姿
に
整
へ
ら
れ
た
も
の
ε
論
断
す
る
事
は
否
定
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
秀
穎
本
の
底
本
は
、
粛
々
群
書
類
異
本
、
紳
谷
本
ご
同

一
で
あ
る
。
か
㌧
る
底
本
の
一
致
は
、
ま
だ
あ
る
時
期
に

一
定
本
が
整
へ
ら
れ
た
て
ふ
推
測
を
謹
擦
づ
け
る
も
の
で

あ
る
。
然
し
彼
等
の
精
進
は
不
漸
の
修
補
を
綾
け
さ
せ
た
。

秀
常
本
は
更
に
其
後
の
彼
等
の
目
豊
ま
し
い
努
力
の
跡
を

偲
ば
せ
る
。
そ
こ
に
隙
な
く
加
へ
ら
れ
た
書
入
、
貼
符
を

見
る
時
，
あ
る
程
度
の
一
定
本
を
得
た
後
に
、
猶
か
、
る

研
究
を
つ
や
け
た
彼
等
の
倦
む
な
き
研
究
心
に
驚
歎
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
此
等
は
恐
ら
く
後
年
迄
も
綾
け
ら
れ
た
倉

會
の
成
果
を
組
め
π
も
の
で
あ
ら
う
◎
さ
う
し
て
前
記
の

七
出
を
長
倉
に
六
出
ビ
す
る
考
の
如
き
は
、
こ
の
間
に
提

鵠
さ
れ
た
も
の
こ
思
は
れ
る
。
然
し
、
此
等
は
、
猶
一
面

　
　
　
　
　
　
第
鰻
號
　
　
　
三
凶
　
（
五
四
二
）

・
に
書
か
れ
行
間
に
ま
で
も
及
べ
る
補
註
ご
丑
ハ
に
、
す
べ
て

愛
に
知
ら
れ
て
み
な
い
Q
績
々
群
書
類
從
本
が
、
本
書
を

参
照
さ
れ
す
、
そ
の
奪
い
努
力
の
一
雫
を
見
の
が
し
た
事

は
遽
憾
な
事
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
記
朝
倉
景
員
の

如
き
も
、
績
々
群
書
類
從
本
に
は
そ
の
名
を
見
な
い
が
、

秀
穎
本
頭
註
に
は
鍛
多
の
研
究
を
登
表
し
て
み
る
。
然
し

そ
れ
ら
は
悉
く
登
表
さ
れ
す
、
穿
っ
て
画
名
は
備
考
か
ら

抹
殺
さ
れ
て
み
る
。

　
斯
く
本
書
の
作
成
を
．
安
永
年
間
の
補
正
を
以
て
絡
こ

せ
す
、
猫
後
に
か
、
る
補
註
の
試
み
ら
れ
た
事
を
思
ふ
時
、

そ
れ
が
何
時
贋
ま
で
績
け
ら
れ
た
か
や
問
題
と
さ
れ
る
。

名
古
屋
藩
に
は
、
前
に
見
る
如
く
、
少
く
こ
も
文
化
年
聞

ま
で
律
倉
學
研
究
の
跡
が
辿
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
究

が
如
何
な
る
形
で
登
表
さ
れ
た
か
、
か
、
る
備
…
考
の
補
正

も
爲
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
は
こ
れ
を
明
か
に
し
難
い
か

ら
此
等
を
窺
ふ
べ
き
資
料
を
得
て
後
の
研
究
に
侯
つ
べ
き

で
あ
ら
う
。
花
見
氏
が
こ
れ
を
明
和
安
永
の
交
の
作
ご
見

駐



ら
れ
た
の
は
㌻
本
書
の
第
一
圃
整
理
の
時
を
指
摘
さ
れ
た

に
過
ぎ
ま
い
。
又
名
古
屋
市
費
が
そ
れ
を
明
和
年
間
の
作

こ
し
た
の
は
、
本
書
の
作
成
事
惜
に
つ
い
て
深
く
考
慮
を

彿
は
な
か
っ
た
爲
の
推
論
で
、
そ
の
失
直
な
る
事
は
上
記

の
通
邦
二
十
記
の
文
に
見
る
も
明
か
で
あ
ら
う
。

　
次
に
は
備
考
の
編
者
に
就
て
考
慮
す
べ
き
問
題
が
あ

る
。
市
史
に
よ
れ
ば
、
、
石
原
正
明
を
そ
の
編
者
の
一
人
こ

す
る
。
然
も
そ
の
作
成
年
代
を
明
和
年
問
假
に
明
和
八
年

こ
す
る
時
、
彼
は
馬
田
に
十
二
歳
で
あ
っ
て
早
旦
考
へ
ら

れ
ぬ
事
で
あ
る
Q
こ
の
黙
で
市
史
の
解
説
は
そ
れ
自
身
の

中
に
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
矛
盾
を
含
む
の
で
あ
る
。
花
見
氏

が
編
者
の
一
入
ご
し
て
正
明
の
名
を
あ
ぐ
る
事
を
疑
は
れ

た
の
は
、
彼
の
名
の
備
考
に
見
え
濾
黙
を
根
糠
ご
し
て
居

ら
れ
る
。
然
し
そ
の
名
の
見
え
ぬ
事
が
絶
勝
に
か
、
る
推
・

測
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
現
に
朝
倉
景
員

の
如
き
秀
締
込
に
は
見
え
つ
～
ゐ
他
の
諸
本
に
見
え
澱
例
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
五
）

が
あ
り
、
又
正
明
ご
時
代
を
同
じ
う
す
る
河
村
盆
根
は
通

　
　
　
銘
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
名
吉
屋
藩
に
於
け
る
律
令
県
の
考
察

邦
二
十
記
に
は
安
永
年
間
の
令
稜
正
平
に
出
席
し
て
み
る

が
、
そ
の
名
は
備
考
に
見
出
す
事
は
出
來
な
い
○
こ
の
黙

か
ら
し
て
氏
の
論
糠
は
疑
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
そ
の

在
世
年
代
よ
り
考
ふ
る
時
、
最
初
草
稿
の
作
ら
れ
始
め
た

明
和
三
年
号
は
正
明
は
七
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
瓢

か
ら
、
彼
が
最
初
の
會
合
に
加
つ
π
事
は
當
然
否
定
さ
れ

る
。
然
し
そ
の
製
作
年
代
を
後
年
ま
で
績
け
ら
れ
た
ご
認

め
る
時
、
こ
の
否
定
に
も
多
少
の
絵
地
を
存
せ
ね
ば
な
る

ま
い
に
も
せ
よ
、
今
の
慮
、
正
明
を
備
考
の
編
輯
者
ご
認

む
べ
き
確
讃
は
一
つ
も
黒
垂
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
五
）

　
以
上
、
私
は
通
邦
の
令
研
究
を
紹
介
す
る
傍
ら
、
二
十

記
を
麺
じ
て
彼
の
軍
術
研
究
の
跡
を
見
、
そ
の
背
景
ビ
し

て
當
時
の
名
撃
墜
藩
學
界
の
雰
嗣
氣
に
ま
で
も
言
及
し

元
。
然
し
そ
れ
ら
の
持
つ
學
風
や
、
そ
れ
が
律
命
學
史
上

に
占
む
る
意
義
に
顧
て
の
考
察
は
こ
れ
を
他
日
に
譲
ら
な

け
れ
ば
な
ら
漁
。

　
　
　
　
　
　
舞
四
號
　
　
　
三
五
　
（
五
四
三
）



　
　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
名
古
屋
藩
に
於
け
る
律
令
學
の
考
察

　
去
る
山
導
月
∵
十
五
日
、
　
叫
二
上
…
櫨
直
垂
に
賄
脚
っ
て
、
　
名
古
屋
市

中
涯
日
出
町
徳
林
寺
な
る
稻
葉
通
邦
の
墓
に
詣
で
た
。
黄

香
近
く
、
廣
か
ら
譲
墓
地
に
捜
し
あ
て
、
、
携
へ
て
來
た

花
や
水
を
供
へ
な
が
ら
、
交
々
墓
前
に
額
つ
い
た
。
碑
面

に
は
た
や
稻
葉
涌
…
邦
之
墓
と
の
み
刻
ま
れ
て
み
る
。
花
筒

は
割
れ
て
訪
る
入
も
稀
ら
し
き
こ
の
稗
前
に
立
っ
て
、
そ

こ
に
眠
れ
る
入
め
在
り
し
昔
を
偲
び
、
そ
の
逡
業
を
今
我

等
の
受
け
綴
い
で
る
る
奇
縁
を
思
ふ
て
冥
鵬
を
所
り
つ
、

低
楓
こ
れ
を
久
し
う
し
た
。
地
下
の
露
果
し
て
微
笑
で
こ

れ
を
享
け
た
で
あ
ら
う
か
。
（
昭
型
二
。
入
．
四
）

　
（
註
一
）
秀
興
に
秀
根
の
前
名
で
あ
る
が
、
通
邦
二
十
詑
及
び
脅
錐
令
集
解

　
　
蹟
語
、
ま
糞
講
令
備
考
等
に
は
皆
秀
興
ミ
見
え
ろ
か
ら
、
私
に
曜
に
慈

　
　
じ
て
爾
の
名
な
用
ひ
カ
。
然
し
こ
れ
に
爾
港
た
混
会
し
れ
も
の
で
に
な

　
　
い
。
猫
此
等
の
事
か
ら
、
彼
が
秀
績
虐
改
め
乗
の
に
可
成
り
後
の
事
定

　
　
思
に
れ
る
が
、
そ
れ
が
果
し
て
何
噂
の
匿
で
あ
ろ
か
に
明
か
に
し
な
い
・

（
謎
二
）
此
書
に
蕊
て
に
後
に
詳
蓮
す
る
所
が
あ
る
・

（
謎
三
）
正
紹
の
名
が
正
弘
の
そ
れ
よ
り
も
後
の
も
の
な
る
事
に
丈
化
入
年

　
　
の
編
麟
に
か
㌧
ろ
擁
系
録
が
正
弘
ぐ
、
あ
り
、
丈
致
四
年
禁
藤
御
妙
嘗
駕

　
　
　
　
　
　
　
継
紙
M
踏
騨
榊
　
　
　
緊
＝
ハ
　
（
五
四
四
）

　
の
畦
に
に
鉱
紹
書
記
さ
れ
て
み
る
黙
か
ら
云
ひ
得
る
。

（
E
四
）
二
本
に
匡
、
古
記
の
丈
も
亦
七
出
ミ
さ
れ
て
み
る
。
然
し
私
蓬
の

　
校
A
μ
に
藤
陣
し
r
て
ほ
、
儒
臨
用
…
窟
太
」
の
悉
く
が
し
ハ
蝿
重
な
っ
て
ゐ
ナ
ド
。

（
註
五
）
盆
根
は
正
明
よ
り
三
歳
の
年
長
で
あ
っ
六
の


